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と思うんですよ。移ったら、あとは知らないよと。

そういうことにしか私には映らないから、本当に

そういった姿勢で市教委としていいんですかとい

うことを問うているんです。それをもう一回答弁

してください。

〇教育長（梁瀬忠男君）　移管してそのままといこ

とでもございませんで、一応ですね、いろいろな

指摘をいただいたことにつきましては、私どもも

担当課長も現場の状況を調査したり、そして必要

なものについては、県にも申し入れをしたりいた

しております。具体的に申しますと、例えば給食

の時間が１回になったんではないかとか、休み時

間が短くなったとか、こういったご指摘、それか

ら、日課上の問題、こういったこともありました

ので、これについては、県の方にも申し入れをし、

県の方でも一応改善をいただいたと、こういった

経過もあっておるわけでございます。

　　今後とも、私どもも十分、この点につきまして

は、県教委と連携を図りながら、よりよき対応を

してまいりたいというふうに考えております。

　　以上でございます。

〇２番（鶴田誠二君）　時間がありません。ぜひ、

今の問題については、私は、もう内容は言いませ

ん。本当に厳しく指摘をしておきたいというふう

に思っております。

　　ぜひ、それなりの適切な対応を求めて、私の質

問を終わります。

　　ありがとうございました。

〇議長（鳥居直記君）　休憩いたします。

　　午後は１時から再開いたします。

　　　　　　　　　　　＝休憩　午後０時１分＝

　　　　　　　　　　　�����������

　　　　　　　　　　　＝再開　午後１時０分＝

〇副議長（江口　健君）　休憩前に引き続き会議を

開きます。４番渡辺敏勝議員。

〔渡辺敏勝君登壇〕

〇４番（渡辺敏勝君）　皆さん、こんにちは。

　　新風２１の渡辺です。

　　質問通告に従いまして、順次、質問しますので、

市長並びに関係理事者の明快な答弁をお願いいた

します。

　　まず１点目は、長崎県との共催事業のあり方に

ついて質問いたします。

　　日蘭交流400周年記念事業は、2000年１月から本

年３月末までの15カ月間に記念事業401事業、集客
数309万人と、当初の目標を大きく上回り、経済の
波及効果は534億円に上るなど、本県経済の活性化
に大きく寄与し、成功のうちに終わりました。

　　この記念事業は、オランダとゆかりの深い長崎

県と長崎市、佐世保市、平戸市、西彼町の５つの

自治体を中心に進められ、長崎市からは負担金５

億5,711万円、職員10名を派遣しましたが、この記
念事業が終わった今、長崎市に一体何が残ったの

でしょうか。出島ワーフ横の出島伝統芸能館付近

にできたイルミネーションは、夜の長崎港を照ら

し、稲佐山から見る夜の長崎を演出し、出島の旗

竿や樹木を飾った豆電球は、復元した出島をア

ピールしました。このことは、夜景を売り物にす

る長崎市にとって、とてもいいものができたなと

私は思っていました。

　　ところが、日蘭交流400周年記念事業が終わると
同時に、これらのものはすべて撤去され、出島ワー

フの横も、５棟が復元した出島付近も、暗く寂し

いものになってしまいました。

　　長崎市は、滞在型観光を進めるために夜景やラ

イトアップに取り組んでいますが、日蘭交流400周
年記念事業の後でも、このイルミネーションをな

ぜ活用できなかったのか、不思議に思います。市

の職員に「なぜ残さんやったとね」と聞いても、

「あれは日蘭の実行委員会で決めるもんですか

ら」と、長崎市には関係ありませんとのような認

識なのです。

　　県と３市１町が中心となって実行委員会を結成

し、記念事業を成功させたわけですが、総事業費

25億1,719万円のうち、私たち長崎市の貴重な５億
5,711万円の税金を拠出しているわけですが、この
税金を使ったイルミネーションを今後の長崎市の

活性化に向けて有効に生かすという長期的な視点

になぜならなかったのか、また、なぜ残そうとし

なかったのか、そのお考えをお尋ねいたしたいと

思います。

　　次に、教育行政について４点見解を求めます。

　　１点目は、私立高校入学金のあり方についてで

あります。

　　毎年３月の高校受験の公立高校合格発表の日、

残念ながら合格できなかった生徒の父兄は慌ただ

しい時間を過ごすことになります。つまり、私立

高校の入学金をその日の午後３時までに納めなく
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てはならないからであります。なぜ公立高校発表

の日の午後３時までに入学金を納めなければなら

ないのか、私にはその理由がわかりません。公立

高校に入学できなかった人は、私立の高校に入学

するわけですので、入学金は次の日に納めても構

わないと思うのは、私だけでしょうか。多分、公

立高校には合格できるだろうと思っていた生徒の

父兄は、残念ながら子どもが合格できなかった場

合、発表の時間から午後３時の短時間の間に約10
万円を超す入学金を工面し、納めなければならな

いのであります。また、中には公立高校合格発表

前までに私立の入学金を納めなければならない高

校もあると聞いていますが、現状、どうなってい

るのか、お尋ねいたします。

　　私は、入学金というものは、その高校に入ると

きに支払うべき性質のものと思いますし、私立高

校も入学金の収入予算は入学生徒の数掛ける入学

金の金額とするべきです。

　　そこで、長崎市の私立高校10校には、長崎市が
366万円、長崎県が国の交付税を含め23億3,000万
円の補助金を助成している関係から、私立高校の

入学金を公立高校の合格発表日の次の日までに納

めればいいように、行政としての指導ができない

ものか、見解を求めます。

　　２点目は、教職員の勤務時間についてお尋ねし

ます。

　　先日、ご主人の転勤で長崎市に来たご婦人から、

「渡辺さん、長崎市の先生たちは、私が前にいた

ところよりも早く帰っているけど、どうしてです

か」と聞かれました。教育委員会でその実態を調

べてみました。すると、国の法律に照らし合わせ

てみて、明らかに不適切な運用がなされています

が、その早急な対処方針を今後どのようにするの

か、具体的な方針を明らかに示していただきたい。

　　３点目は、小学校の職員室のあり方について質

問いたします。

　　大阪の池田小学校における児童殺傷事件は、幼

い子どもたちが犠牲になり、この事件に遭遇した

子どもたちの精神的ショックははかり知れないも

のがあると思います。この事件は、学校の安全性

と、学校と地域の人たちとの交流の面で新たな大

きな課題を残しました。

　　私の母校では、２年ほど前から１階にあった職

員室が２階に移っており、他の小学校でも２階に

職員室を移しているとのことでございます。私は、

小学校の職員室は安全上、１階の校門に近く、し

かも、校庭が見える場所にあるべきと思いますが、

なぜ２階に移しているのか、その理由と、現在２

階に職員室がある小学校は何校あるのか、その実

態、そして、その改善策について見解を求めます。

　　４点目は、課外クラブ活動の今後の育成につい

て質問いたします。

　　小学校、中学校のスポーツ、文化の課外クラブ

は、健全な精神や身体、豊かな心を培い、団体生

活を通じての仲間づくり、目的を達成したときの

感動など、子どもたちにとって重要な役割をして

いると思います。

　　また、課外クラブによって児童と先生の交流が

図られ、学校生活上、楽しい思い出として大切な

取り組みと思います。

　　長崎市の課外クラブは、現在、小学校で101、中
学校で400、計501の課外クラブが活動しています
が、この指導に当たる指導者の先生は年々減少し、

一般人の指導者がふえてきている状況にあると聞

きますが、この課外クラブの指導に当たる指導者

の現状をお知らせください。

　　また、来年４月から学校に週５日制が導入され、

土曜・日曜の課外クラブの活動が多くなってくる

と思われますが、現在の指導者の手当が幾らなの

か、また、今後その額を増額し、課外クラブを活

性化すべきと思いますが、教育長の答弁を求めま

す。

　　次に、法定外目的税の導入について、市長の見

解を求めます。

　　地方分権一括法の改正により、各自治体で法定

外目的税と法定外普通税の地方税が創設できるよ

うになりました。具体的な例では、山梨県の河口

湖１町２村が、法定外目的税として、釣り客に１

回200円の遊漁税をことし７月より実施していま
す。また、福岡県の太宰府市は、法定外普通税と

して、観光客の駐車に課税する観光環境税を来年

４月から予定するなど、各自治体としての検討が

始まっています。

　　私は、環境に的を絞った目的税として今、自治

体が収集、分別、保管をしている資源ごみの経費

を軽減するため、最近増加しているペットボトル

や新聞の折り込みチラシにでも課税していいと思

いますが、この法定外目的税の導入について、市
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長の見解をお聞かせください。

　　最後に、製造業の支援策として２点質問いたし

ます。

　　日本の西の果てに位置する長崎市の製造業は、

長期に及ぶ平成不況の中でも特に厳しい環境にあ

り、最近出された平成11年の事業所・企業統計調
査結果でも、製造業はこの３年間で118事業所、
2,243人も減少しています。
　　私は、長崎市にある製造業の技術力は長年の歴

史の中から培われたすばらしい長崎市の宝だと思

います。

　　そこで、この製造業に対する今後の支援策をど

のように考えておられるのか、まずお尋ねします。

　　次に、つい最近、漁業者が船を建造したときに

借入金の利子を補給する漁業近代化資金等利子補

給補助金の一部を茂木漁協が漁協運営費の一部に

充当するという問題が発生いたしました。この事

件を見て、ほかにも何か補助金の制度があるのか

調べてみると、水産農林部が所管する農業・漁業

者に対するいろんな資金の利子補給補助金の制度

が、何と20もあるのに対し、製造業にはたったの
１つしかありません。

　　そこで、具体的な例として、製造業の事業者が

雇用の拡大に向けた設備投資をする場合、その借

入金に対する利子補給制度などを雇用の拡大と技

術力維持のためにも長崎市独自ですべきと思いま

すが、市長の見解を求めます。

　　以上、壇上からの質問を終わり、時間があれば

自席から再質問をさせていただきます。

　＝（降壇）＝

〇副議長（江口　健君）　市長。

〔伊藤一長君登壇〕

〇市長（伊藤一長君）　渡辺敏勝議員のご質問にお

答えをいたします。

　　日蘭交流400周年記念事業につきましては、本年
の６月議会でもご報告いたしましたように、当初

の目的でありました新たなまちづくりの展開や観

光振興などに一定の成果が得られたものと考えて

おります。これらの成果を継続的に生かすために

も、イベントの継続は必要であります。記念事業

終了後も継続している主なイベントといたしまし

ては、長崎帆船まつり、ながさき出島音楽祭、オ

ランダ街道スリーデーウォークなどがあります。

長崎帆船まつりについては、昨年に引き続き４月

中旬に実施いたしまして、昨年を上回る集客があ

り、今後も春のイベントとして定着を図りたいと

思っております。イベントへの市民の積極的な参

加を通して人的なネットワークが構築されるとと

もに、特色あるまちづくりにつながることを期待

しております。このほか、長崎ベイサイドジョギ

ング祭につきましても実施する方向で事務を進め

ております。

　　出島一帯のイルミネーションについてでござい

ますが、長崎港の夜を光で演出をし、観光のオフ

シーズンである冬場の出島会場への集客を図る目

的で設置をいたしました。しかし、にちらん広場

一帯は埋立地としての工事が予定されております

ので、イルミネーションにつきましては事業終了

後に撤去をしております。

　　また、出島史跡内、公道上、樹木に設置いたし

ましたイルミネーションにつきましても、記念事

業として期間限定で特別に許可された経緯もあり、

記念事業終了後には撤去した次第であります。

　　なお、出島史跡内のイルミネーション等につき

ましては、その後、備品として長崎市の方で保管

をしておりますことも補足させていただきたいと

思います。

　　次に、法定外目的税の導入についてお答えをい

たします。

　　分権型社会におきましては、住民に身近な行政

をできる限り身近な地方公共団体において処理す

ることが基本とされております。そのための財源

もできる限り地方税で賄うことが望ましく、地方

分権の進展に伴い、地方団体の財政面における自

己決定権と自己責任を拡充していく必要がござい

ます。

　　そのような観点から、平成11年に地方税制が見
直しをされ、地方自治体が独自に課税できる制度

といたしまして、従来の法定外普通税に加え、法

定外目的税が創設されたところであります。

　　法定外目的税につきましては、使い道が特定の

目的に限られ、受益と税負担の関係がわかりやす

く、住民の理解が得られやすいことから、現在、

既に導入し、あるいは検討を進めている自治体も、

議員ご指摘のように出てきております。

　　具体的には、ご指摘のように山梨県の３町村が

本年７月から河口湖の釣り客に課税する遊漁税を

導入しており、また、三重県は排出業者に課税す

平成13年第３回定例会・第２号（９月６日）



127－　　－

る産業廃棄物税条例を制定いたしました。そのほ

かに検討されている目的税の主な事例を挙げます

と、東京都杉並区の買い物客を対象といたしまし

たレジ袋税、港区の自動販売機設置業者に対する

たばこ自販機税、熱海市の宿泊客を対象とする観

光振興税などがございます。

　　本市といたしましても、快適な環境やまちづく

りを進める上で、その財源の確保のために受益者

負担の原則による収入対策はもとより、独自の税

目を導入することは、今後、真剣に検討していく

必要があるものと考えております。

　　しかしながら、新税の創設等につきましては、

まず行財政改革の推進など行政の内部努力はもち

ろん、課税される側の理解を得ることが必要であ

りまして、十分な論議を尽くすといったプロセス

が欠かせないものと認識をいたしております。

　　さらに、目的税と負担金や使用料との関係をど

うとらえるか、必要な税収入を確保できる税源が

あるか、費用対効果はどうかなど、税理論や経済

的効果、社会的影響や新税に係る政策課題その他

さまざまな観点から検討する必要があろうかと思

います。

　　そういうことから、平成13年２月に税務担当の
４課内の若手、中堅職員で構成いたします長崎市

税制研究ワーキンググループを設置いたしまして、

法定外税の導入の可能性や超過課税実施の適否な

どについて研究を進めており、今年度中に一定の

報告を受けるようにいたしております。

　　今後は、その報告を受け、景気の動向等も踏ま

えながら慎重に検討を進めなければならないとい

うふうに考えているところでございます。

　　以上、私の壇上よりの答弁といたしたいと思い

ます。

　　他は、それぞれの所管の方からお答えをいたし

たいと思います。＝（降壇）＝

〇教育長（梁瀬忠男君）　教育行政についてお答え

いたします。

　　まず、第１点目の私立高校の入学金のあり方に

ついてでございますが、私立高校の入学金の納入

期限につきましては、平成13年度におきまして、
長崎市近郊13校中10校が全日制公立高校の合格発
表後または当日が納入期限となっております。残

り３校が発表前となっている状況でございます。

これら３校につきましては、昭和63年及び平成２

年の２回、学校教育法による所管庁である県が納

入期限の延長の検討を要請したところであります。

　　私立高校におきましては、独自の教育・経営方

針で運営されているところであり、市の指導につ

きましては難しいのではないかと考えております

が、議員ご指摘の点につきましては、私学につい

ての所管庁である県へお願いしてまいりたいと考

えております。

　　２点目の教職員の勤務時間についてであります。

来年度からの完全週５日制の実施に伴い、新しい

教育課程の編成に向けて、学校現場では子どもた

ちがゆとりを持って学んだり生活できるように現

在、研究を進めているところであります。

　　そういう中で、各学校においては、日課表等に

ついても時間割を年間固定するのではなく、弾力

的な運用が行える方向で研究を進めている状況で

あります。あわせて、教職員の勤務時間も完全に

週40時間の割り振りとなります。
　　また、本市教育委員会といたしましては、議員

ご指摘の長崎市における教職員の勤務時間につい

ても、その改善を今年度３学期から実施すべく準

備を進めているところでございます。

　　平成14年度からの新しい教育課程の開始を踏ま
えて施策の充実を進め、本市の将来を担う心豊か

な児童生徒の育成に努めていきたいと考えており

ます。

　　３点目の小学校職員室のあり方についてお答え

いたします。

　　まず、２階以上に職員室等の管理諸室が配置さ

れている理由についてでございますが、現在、小

学校56校中24校において、２階以上に職員室等の
管理諸室が配置をされております。この２階以上

に管理諸室を配置してきた理由につきましては、

学校内で発生する事故等に迅速に対応すること、

また、１階部分には低学年の体力等を考慮して、

１、２年生の教室を整備してきた経過がございま

す。

　　次に、今後の管理諸室の配置計画についてでご

ざいますが、今回の池田小学校の事件を教訓とし

て、新築する学校につきましては、学校に出入り

する人々のチェックができるよう、１階等の校門

や校内を見渡しやすい場所に配置することとした

いと考えております。

　　また、現在、管理諸室が２階以上に配置されて
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いる学校につきましても、その少なくとも一部を

１階に移設することが可能であるか、各学校と現

在、協議を行っているところでございます。

　　なお、このことに関しましては、文部科学省に

おきましても、職員室や小学校低学年の教室移設

等に対し国庫補助の対象とする方向で検討がなさ

れていると報道されております。

　　４点目の課外クラブ活動育成への取り組みにつ

いてお答えいたします。

　　課外クラブの指導者の現状でありますが、平成

13年度の小中学校の課外クラブ指導者は、総数819
名であります。そのうち、教員が566名で、外部指
導者が253名となっております。傾向といたしまし
ては、指導者総数は横ばいの状態でありますが、

教員の指導者数は減少しているものの、外部指導

者は増加している状況にございます。教員の指導

者数減少の理由といたしましては、児童生徒数の

減少に伴い、教員数が減少していることなどによ

るものであります。

　　そこで、指導者の確保につきましては、校長会

等を通し、教員に働きかけるとともに、外部指導

者の導入についても推進していきたいと考えてお

ります。

　　次に、指導者に対する報酬についてであります

が、現在、市教育委員会が課外クラブ指導者とし

て委嘱しております510人に対しましては、年額２
万1,300円を支払っております。その他、指導者で
ある教員については、県条例によりまして、週休

日や土曜日等において勤務時間外に４時間程度指

導した場合、１回1,200円の教員特殊業務手当が支
払われることとなっております。

　　そこで、議員ご指摘の指導者に対する報酬額と

非常勤職員としての身分を保障しております課外

クラブ指導員数につきましては、他都市の状況等

も参考にしながら、今後、検討してまいりたいと

考えております。

　　また、課外クラブ活動につきましては、学校教

育活動の一環であり、児童生徒の成長にとって有

意義な活動であると認識しております。しかし、

来年度からの学校週５日制導入によって、課外ク

ラブ活動がふえることも予想されますが、そのこ

とにより活動が加熱化し、児童生徒にとって過剰

負担を強いることがないような配慮をすることが

必要であると考えております。そのため、本年度

から指導者の資質向上を目的に指導者の研修会を

実施しておりますが、今後とも、児童生徒に対す

る教育的配慮と指導者の条件整備の両面を視野に

入れ、好ましい課外クラブ活動のあり方について

検討していきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇商工部長（石崎喜仁君）　４点目の製造業支援策

についてお答えをいたします。

　　長引く景気低迷の中、本市の基幹産業でありま

す造船業につきましては、韓国、中国の台頭が著

しく、熾烈な価格競争が行われており、三菱重工

長崎造船所におきましては、主力であった大型タ

ンカーの建造から大型客船やメンブレン型のＬＮ

Ｇ船等、高付加価値船への特化を含めた大幅な経

営転換が進められております。これにより経営体

質の改善、加工外注の内製化、各事業部門の徹底

した見直しが実施され、関連する中小企業もその

影響を大きく受けております。

　　このような中、関連中小企業が活路を見出すた

めには、特定企業に依存した受注構造から脱却し、

おのおのの企業の技術力を活用して新分野への進

出や新製品、新技術の開発に取り組むことが必要

であり、本市といたしましても、そのための支援

策が必要と考えております。

　　この観点から、市内中小企業に蓄積する技術を

産学官の連携と異業種交流を深めることによって

効果的に結びつけ、今後、新たに成長が期待され

る環境、情報通信、医療福祉分野に視点を置いた

高付加価値製品の研究・開発を推進し、事業化・

起業化を支援する長崎テクノロジーネットワーク

推進事業に取り組んでいるところであり、今後と

も、既存産業の振興と次世代産業の育成を推進し

てまいります。

　　その一環として、行政提案型の研究開発を一つ

のテーマとして掲げ、本事業におけるネットワー

クと技術の集積を生かした長崎市独自の製品開発

を進めており、昨年度から今年度にかけて斜面市

街地の移送機器の開発を進めているところであり、

今後も、このような形で長崎発の製品の全国展開

を支援してまいります。

　　一方、本市の製造業の発展を下支えしてきた高

いレベルでの基盤的技術・技能の維持、伝承、向

上が求められております。

　　本市といたしましては、そのための人材育成や
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職業能力の開発向上及びこれからの製造業に不可

欠なＩＴによる事業の多角化、効率化を支援する

ことを目的として、ものづくり支援事業を実施し

ており、今後とも支援を続けてまいります。

　　さらに、本市における事業化・起業化の促進を

図ることを目的として、今年度の新規事業であり

ます長崎市ベンチャー企業支援事業を展開してお

り、当事業の中心となる馬町の旧市長公舎を改装

した長崎市ベンチャー企業支援センターが10月１
日にオープンをいたします。当センターには、厳

正な審査を受け、起業家精神の旺盛な10社余りの
入居が確定し、当センターに配置する経験豊富な

コーディネーターの指導により、さらなる事業拡

大を支援してまいります。また、当センターには、

ものづくりＩＴ相談員もあわせて配置し、製造業

のＩＴ化の支援も行ってまいります。

　　以上、既存産業の高度化、新規成長産業分野へ

の展開、事業化・起業化の促進を３つの柱として、

今後とも製造業を中心とした産業支援を行ってま

いる所存であります。

　　次に、２点目の製造業者が雇用拡大を図るため

に設備投資を行う場合、その融資に対する利子補

給制度の創設をとのご質問でございますが、現在、

本市におきましては、製造業を含む市内中小企業

で、中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨

時措置法及び経営革新支援法に基づく経営革新計

画の知事承認等を受けた中小企業者が設備資金等

として本市の定める資金を借り入れた場合、３カ

年にわたり、その利子相当分を補給する創造的企

業育成事業費補助金制度を設けており、毎年、数

件の利用実績があります。

　　議員のご指摘でもありますが、経済状況や雇用

情勢が厳しいこの時期において、雇用と設備投資

の拡大を図る企業を支援するための有効なご提案

であると受けとめております。しかし、本市の製

造業を含めた中小企業に対する制度融資といたし

ましては、金利１％台という、他都市と比較して

も遜色のない低金利の制度を設けており、また、

長崎県産業振興財団におきましても、小規模企業

者が新たな設備の導入を行う場合、小規模企業設

備資金貸付制度や小規模企業設備貸与制度を設け、

中小企業の利便を図っております。

　　また、国におきましても、構造改革路線に伴う

雇用の創出やセーフティネットなどの雇用対策が

今後の臨時国会において具体的に打ち出されるこ

とになっておりますので、これらの政策を踏まえ

た上で研究してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇４番（渡辺敏勝君）　何点か再質問させていただ

きたいと思います。

　　まず、日蘭交流400周年の関係ですが、今、市長
の答弁の中では、このイルミネーションの関係に

ついて、ちょっと報告がありましたが、確認の意

味で、あそこの出島伝統芸能館の横にあったベイ

サイドスターシャワーというのですか、高さが32
メートルぐらいの全国一という、この報告書の中

には全国一とあるんですけれども、ここのイルミ

ネーションと、出島の旗竿と樹木にしておったイ

ルミネーションですね。これは購入されたのか、

それともリースなのか。その後、あのイルミネー

ションの設備はどこに行っているのか、確認の意

味で教えてください。

　　それと、小学校の教職員の職員室が今、２階以

上にあるのが、56校中24校と、約半分近くが２階
以上にあるわけですが、今は少子化でクラスの数

も減っている中で、先ほどの理由の中に、１年生、

２年生を１階に置かんばいかんというようなこと

ですけれども、１階、２階に置かんばいかんから

こそ、１階に職員室は持ってくるべきと私は思っ

ているんですよ。

　　この小学校の24校を今現在、移す方向で検討中
という答弁がありましたけれども、対応が非常に

遅いと思うんですよね。ああいう事件が発生した

わけですので、やはり早急に手を打つべきと思う

んですよ。あの事件、６月の初めだったと思うん

ですけれども、池田小学校の事件が発生した以降、

具体的に、小学校に対しての教育委員会等の指示

がどういう指示を出されたのか。そして、この教

職員の職員室を１階に移す方向での検討がされて

いるというのですけれども、いつごろまでに、教

育長の見解で結構ですけれども、いつごろ、何年

ぐらい待てば１階の方に移すことができるのか。

この辺の見解があったら教えてください。

　　それと、教育長の答弁の中で、課外クラブは子

どもを育てるという位置から重要だと、こういう

答弁があったわけですが、今、この課外クラブの

担当は生涯学習部のスポーツ振興課が担当してい

るわけですよ。私は、スポーツ振興課というのは、
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学校以外の一般市民のスポーツを振興する担当課

と思っていたんですけれども、この課外クラブま

で今、スポーツ振興課が担当しています。私は、

子どもたちの健全な育成のために、課外クラブの

重要性からすれば、当然、学校教育部へ担当を移

すべきと思うんですが、その辺の考え方を教えて

いただきたいと思います。

　　それと、製造業の関係で、部長ですね、製造業

の中小企業の社長さんたちから、具体的に、「こ

ぎゃんことばしてもろうたら助かっとばってん」

という、具体的な声がもしあったら、こういう声

が非常に強いというのがあったら、ちょっと教え

てください。

　　以上です。

〇企画部長（原　敏隆君）　ベイサイドスターシャ

ワーのことについてお答えいたします。

　　ベイサイドスターシャワーは、ながさき阿蘭陀

年推進協会の方で購入いたしておりまして、事業

が終わるとともに、ランタンフェスティバル実行

委員会の方に保管替えしております。

　　先ほど長崎市の備品と申し上げておりましたが、

ランタンフェスティバル実行委員会の保有でござ

います。

　　よろしくお願いします。

〇教育長（梁瀬忠男君）　小学校における職員室の

移転の件についてお答えいたします。

　　池田小学校の事件以降の具体的な対応というこ

とでございますけれども、事件が起こりまして、

私どもも早急な対応をいたしたことに、まず、安

全管理緊急５項目というのが、文部科学省ですぐ

に発表されました。したがいまして、そのことを

踏まえまして、私どもも校長会を招集いたしまし

て説明をし、そして市独自の対応マニュアルも作

成し、学校に指示しているところであります。

　　それと、施設の移転の件でございますけれども、

全部、職員室を含めての移転となると、かなりの

部分でいろんな整理が必要であります。したがい

まして、その実情については、今、学校の現場と

も実情を把握しながら対応しておりますが、でき

ましたら早急に、例えば管理諸室の一部、事務室

とか、そういったことでも緊急的に移転できない

か、そこら辺を含めて検討しておりますけれども、

抜本的には、しばらく時間がかかるんではないか

なと思います。

　　それと、具体策の中で、実際にはソフトの面と

ハードといたしまして、教職員に非常のブザー、

これを８月末までに全教職員に携帯をしていただ

こうということで配布をいたしております。小学

校につきましては、特に火災報知機がございます

けれども、いざの場合に、この活用をしようと、

そして、これには消防とも協議をさせていただい

ておりますけれども、それをするにつきまして、

数の制約がございますので、その点につきまして、

火災報知機の数を各学校にふやす工事を９月中に

は終わりたいということで緊急の対応をさせてい

ただいております。

　　それと、スポーツ振興課の件でございますけれ

ども、今、私どもの組織の中では、確かに課外ク

ラブの振興の取り組みはスポーツ振興課にありま

す。スポーツ振興課にありますのは、課外クラブ

は学校体育でありますけれども、社会体育、そう

いったこともありまして、その区分が必ずしもで

きないということから、スポーツ振興課の中に学

校の教職員を数名配置しておりまして、その中で

学校体育、社会体育あわせて対応いたしておりま

す。したがいまして、その組織がスポーツ振興課

にあるのか、もしくは学校教育部であるのかとい

うことになろうかと思いますけれども、いずれに

位置しましても、それぞれ社会体育、学校体育の

推進におきましては、専門の教職員等も配置して

おりますし、今のところ支障なく対応できている

ので、そのことで続けていきたいというふうには

考えております。

　　以上でございます。

〇商工部長（石崎喜仁君）　製造業支援策の再質問

についてお答えいたします。

　　基本的に、具体的な例で申しますと、先ほど申

し上げました制度融資を含む金融政策面の充実は

当然でございますが、これにつきましては、私ど

もも国、県の政策と相まって十分支援をしている

つもりでございます。さらには、国際的、国内的

な競争を高めるため、ＩＳＯ9000シリーズ等の認
証に対する支援を行ってもらいたいとか、あるい

はＩＴ化の支援、これらにつきましては、今年度

予算にも、私どもも組み込んでおりますので、こ

れらについて、今後も実施してまいりたいと、そ

ういうふうに思っております。

　　以上でございます。
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〇４番（渡辺敏勝君）　日蘭交流の関係で、ちょっ

と再質問をさせていただきたいと思いますが、や

はり私は、長崎「旅」博覧会のときも、あの松が

枝のところに出島みたいな突き出しをして、そし

て昔の建物も、当時の大工さんかしらんですけれ

ども、当時の中身にできるだけ近づけた建物がで

きて、「旅」博のときには、「ああ、いいのができ

たな」と思ったら、それも終わったらなくなった。

日蘭交流400周年で人とのつながりができたから、
残りの継続事業が３つか４つか市長も言われまし

たけれども、私が言いたいのは、このイルミネー

ションの設備は、長崎が従来から滞在型、夜型の

夜景を売り物にして観光客を呼ぼうと、こういう

姿勢でずっときているわけですね。この中で、国

内最大級の32メートルのイルミネーションができ
ましたと、この記念誌に写真入りで載っているわ

けですよ、この中に。これをもっと生かすべきだっ

たと思うんですよね、今後も。この32メートルの
イルミネーションのベイサイドスターシャワーと

いうのができたのが、去年の12月31日から３月末
までの約３カ月間ですよ。そして、出島のイルミ

ネーションはクリスマス前の12月22日から３月31
日まで。約３カ月間ちょっとですね。このベイサ

イドスターシャワーに幾ら費用がかかっているか

といいますと、2,400万円、出島のイルミネーショ
ンに2,500万円、約5,000万円近くがこのイルミネー
ションだけに費用がかかっているわけですよ。１

日当たりにしてみんですか、このベイサイドス

ターシャワーだけでも26万6,000円、出島の方でも
約26万円ぐらいかかっているんですよ。１日50万
円ぐらい、このイルミネーションに費用をかけて

いるわけですよ。たったの３カ月間で2,500万円の
設備投資をしたのならば、なして、ことしも、夜

景を売り物にしている長崎市にとって、稲佐山か

ら見るあのイルミネーションは、私はいいものが

できたと思っているんですよね。

　　ですから、計画段階から、後に残す事業として、

こういう設備は生かしていく視点が行政の方にな

いような気がしてならんのですよ。やはり長崎市

は貴重な税金を５億円以上も投入して、この実行

委員会をつくってやっているわけですから、長崎

市が夜景を売り物にしておらんなら別ですよ。や

はり夜景を売り物にして、滞在型の観光を売り物

にしていこうということですから、やはりこのイ

ルミネーションを最初の計画段階から、たったの

３カ月だけではなくて、１年だってよかったわけ

でしょうが、せっかくつくって撤去する費用が

2,400万円、2,500万円とかかっているわけですから。
それをなぜ生かそうとしなかったのかという、こ

の視点が私は足らんのじゃなかかと、ここを強く

指摘しておきたいというふうに思っております。

　　そして、出島の樹木の豆電球などありますね。

これが今、ランタンフェスティバルの実行委員会

にと、こうなっておるんですが、これは長崎市が、

要するに実行委員会で買ったものでしょう。これ

を長崎市が一応受けて、ランタンに貸しているん

じゃないですか。それとも直接、ランタンフェス

ティバルの実行委員会にやっているわけ。そこら

辺はもう一遍教えてください。この備品を、豆電

球をいっぱいしましたね。あの豆電球あたりは、

もっともっと私は、いくら期間限定でも今、通っ

てみんですか。新地から出島を通って、出島ワー

フに行く動線の一つでしょう。やはりあの明かり

が、本当に暗く寂しくなってしまっていますよ。

私は、電車通りのところの樹木だけでもいいです

から、あるいは旗竿の横の樹木のところだけでも

いいですから、何か豆電球でもそのまま残して

おって、ぜひ動線にああいうイルミネーションが

必要ではないかというふうに思っておりますし、

あの出島も５棟を復元したわけですから、夜の観

光客にもどんどん来てもらうような明かりが必要

じゃなかかと思っております。

　　やはり、この日蘭交流400周年記念事業でこれが
残ったというような、後に残るようなものを計画

段階からぜひ頭に入れて、貴重な財産を、税金を

使うわけですので、計画段階からぜひしとってい

ただきたいと思います。

　　もう日蘭交流400周年が終わって、市民がいっぱ
い見た中で残っておるのは何かと言ったら、「らん

らん」だけでしょう。この「らんらん」だけじゃ

なくて、やはりああいう夜型観光の長崎市の売り

物が残っておるなというのを長期視点に立った設

備を考えるように、ぜひしていただたきいと思い

ますし、長崎県と一緒になって実行委員会をつ

くっておるわけですね。先ほどの中野議員も指摘

しましたように、長崎市は中核市になったわけで

すから、やはりもっと長崎市のための視点に立っ

て、こういった税金は有効に使うように最初の段
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階から考えておっていただきたいと思っておりま

す。

　　それから、法定外目的税の関係で、議長にお許

しをいただきまして、ここにペットボトルを持っ

てきたんですけれども、（実物表示）これが、そ

このコンビニで売っているのが200円ですね。これ
は１リットルです。これが500ミリリットルで150
円、これが350ミリリットルで125円。今、ガソリ
ンと比較してみたいと思うんですよ。ガソリンは、

この１リットルで大体100円ちょっとと思います
が、100円にします。そのうち税金は60円かかって
いるわけですよ。原価というのは40円です。この
１リットルね。40円は中近東から原油を買って、
タンカーで運んで精製して、そして地方に持って

きて40円なんです。これは安いと思うんですよ。
１リットルで60円は税金で最初から取られておる
わけですから。要するに、地方税、道路財源を含

めて、60円は税金なんですよ。40円といえば安い
ですね。こういったこのペットボトルを長崎市が

今、資源ごみとして回収しますね。ストックして

業者にこれを缶とか何とか分ける委託をしていま

す。これは、こういうのがありますが、これを破っ

てペットボトルにして、ふたを外して、こういう

手間暇かけているのが今、長崎市が業者に委託し

ているのに8,000万円近くあるわけですよ、年間で
すね。この8,000万円ぐらいをこの製造業者から
取っても私はおかしゅうなかと思うんですよね。

　　新聞折り込みのチラシが、金曜日になれば新聞

と同じぐらいの厚みが入ってきますね。これもご

みとして出しているわけでしょう。

　　そしたら、このペットボトルをガソリンと比較

してみんですが、水道の水かどっかの水かしらん

ですけれども、茶っ葉を入れて沸かしてペットボ

トルに入れているだけで200円です。これはどっか
の水かしらん、「深海の恵み」となっているんで

すけれども、ミネラルウォーターのごたっとばで

すよ、どこかの地下水を入れて、雑菌が入らんご

として売いよっとだけで150円ですから、このペッ
トボトルの処理費に行政が8,000万円も、仕分けす
るとだけに8,000万円でしょう。これを回収も含め
てみんですか、その２倍、３倍かかっておるわけ

ですから、これから法定外目的税で環境のために

使う税金を１本につき５円か10円取っても罰当た
らんと思います。

　　あの新聞折り込みのチラシを見てみんですか、

それぞれの家庭もどんどんふえてくるわけですか

ら、このチラシ１枚につき１円でも取るような方

法をすれば、市民に何も負担をかけずに、やはり

これをつくっている製造者から地域の皆さんの負

担を少しでも軽くするような目的税を、市庁舎内

部でワーキンググループができているようですけ

れども、財政部長、ぜひこの辺も視点に置いてい

ただいて、私たちは、この処理のために8,000万円
も、資源ごみを処理して、手間暇だけで委託して

おるのに8,000万円も出しておると、こういう実績
をぜひ踏まえて、この法的外目的税については、

他都市の事例もあるようですし、今度は審議会を

つくって、その審議会でもう一遍議論して議会に

諮りながら決めていく、そういう期間も要ります

から、この辺については、私は、ぜひ前向きに検

討を進めていただきたいというふうに思っており

ます。

　　この目的税の見解と、それから先ほどの、最初

の時点から、私たちの長崎市の税金を投入して実

行委員会をつくって、実行委員会の責任にばっか

りするような感じがしてたまらんとですね。です

から、長期視点に立って、そういう設備投資のあ

り方、打ち上げ花火のごと、日蘭がパッといって

パッと終わって何も残らんような、そういう考え

方はいかんと思いますので、その辺の見解があり

ましたら、まず答弁をしていただきたいと思いま

す。

〇観光部長（三浦勝夫君）　先ほどから何回もイル

ミネーションのことを言われておりますけれども、

私たちも、阿蘭陀年推進協会からランタンフェス

ティバル実行委員会に受けていますけれども、こ

れはランタンフェスティバル実行委員会と長崎市

で夜型観光に使おうということで、現在、検討を

しております。現在のところ、そういうところで

ございます。

　　以上でございます。

〇市長（伊藤一長君）　渡辺議員の再質問にお答え

をいたしたいと思います。

　　渡辺議員が大変熱心に再質問をいただきました

が、観光部長の答弁がちょっとそっけないようで

ございまして、私の方からも答弁をさせていただ

きたいと思います。

　　イルミネーションの件につきましては、実はい
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ろんないきさつがございまして、本当はあの事業

はあの事業で終わるわけでございますので、本来

ならばすべて精算してしまおうということでした

けれども、私どもの方から委員会の方にお願いを

して、結果的には、ランタンフェスティバル実行

委員会という形になったんですけれども、「市の方

でちゃんと後の管理をいたしますから、そういう

備品関係はいただけませんか」という形で、最終

的には、ランタンフェスティバル実行委員会の方

にあのイルミネーションを、実は相当の数でござ

います、これを引き取らせていただいたというこ

とでございます。

　　それを渡辺議員さんがおっしゃるように、今後

も夜型観光も含めて、ぜひ活用すべきであるとい

うことでございまして、これも私はもっともなこ

とだというふうに思います。

　　ただ、活用するときには、これもまた一過性で

は逆にお叱りを受けますので、どの場所にどう

いった形で、どういった期間内をずっとするのか

ということも含めた形の問題を種々議会との議論

も含めて、私はそんなに時間をかけないですべき

ではないかと思います。

　　一つの例でございますけれども、まだ私案でご

ざいますが、全く内部的に議論してないんですが、

例えば先ほど出島の問題が出ましたけれども、関

係者のお力添えで何とか用地買収等も整いつつあ

りますので、そうなったときには、あとは審議会

の問題もございますが、短中期の中で、出島の５

棟は復元されていますし、旗竿も別の場所にでき

ておりますけれども、今の残った民有地を解体し

た中で、どういった形で出島を顕在化すると、そ

して、次の短中期の第２期工事はどうするよとい

う方向が定まる過程の中で、この夜型観光も含め

た、そういうイルミネーションをどう活用するの

かということ等も関係者の皆さんと協議しながら

今後するのも一つの方策なのかなということ等も

含めて、せっかく私ども関係者の方で、あれだけ

の備品がございますので、今後ともご指摘の点も

含めて、ただ議案等で予算関係が出ましたら、そ

の点の質疑等もぜひ前向きでよろしくお願いさせ

ていただきたいということもあわせて、ぜひ私ど

もも一生懸命考えてまいりますので、よろしくお

願いさせていただきたいと思います。

　　なお、先ほどの法定外目的税でペットボトルの

問題とか新聞紙の広告の問題とか、大変具体的な

ご提案をいただきまして、ありがとうございまし

た。これは早速、ワーキンググループの方で、ペッ

トボトルが年間どれぐらい出ているよという推測

の数が出ていますので、ワーキンググループの方

で、どういうふうな形で検討した方がいいのかと

いう形の作業に入ろうかと思いますので、よろし

くお願いさせていただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇４番（渡辺敏勝君）　教育長ですね、職員室の関

係で、先ほど24校が２階以上にあるということな
んですが、例えば、これは１年以内とか２年以内

のめどをつけて直すべきと思うんですよ、１階に。

やはり校庭が見えるところでないと、すぐに何か

あったときに２階からではなかなか駆けつけられ

ませんし、廊下側に校庭がある場合は、なおのこ

と校庭も見えないと思います。ですから、１階の

校庭側に職員室を戻すという方向性だけは、

ちょっともう一遍再確認をしていきたいと思いま

すので、何年ぐらいかけて１階に戻すのか、その

辺の決意の一端も含めて、あとで見解を言ってく

ださい。

　　それから、製造業の関係ですが、石崎部長、利

子補給の一覧の方を、先ほど本壇からも言いまし

たように、水産農林部は20項目ぐらい利子補給制
度があるんですよね。市独自でも１つやっていま

すね。長崎市農業活性化特別支援資金利子補給補

助金、これには今年度は586万4,000円の予算をつ
けているんですが、利子補給の補助金で586万円で
すね。トラクターとかハウスをつくったりなんか

するときの補助金でしょう。ここにいっぱい、20
項目ぐらいある中に、この市独自のものもあるわ

けですけれども、答弁は今、利子が１％ぐらいで

すから、その１％でも今は困っている製造業があ

るわけです。農林水産業に従事している人と製造

業に従事している人たち、割合を考えてみていた

だければわかりますように、はるかに製造業の方

が多いと思いますよ。そして、製造業の方が納め

ている税金も100％近く納めていると思うんです
よ。そういう人たちをもう少し長崎市の技術力を

含めまして今、厳しいですから、何とか技術力も

雇用もという意味で、「今、１％の金利ですけん、

そんくらい払ってくれんですか」というよりも、

もう少し前向きに検討を進めていただきたいとい
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うふうに思っております。

　　その辺につきまして、見解がありましたら答弁

をいただきたいと思います。

〇教育長（梁瀬忠男君）　学校職員室の移設の問題

でございますけれども、基本的には、できるだけ

早急にしたいと考えております。したがいまして、

本答弁でも申し上げましたけれども、文部科学省

におきましても、来年度から補助メニューに移設

の経費を入れると、こういったこともありますの

で、それを活用しながら早急にやりたいというふ

うに考えております。

　　それと、施設の移転については、そのように考

えておりますが、何よりも、教職員の意識の問題

を私どもは最初大切に思いまして、先ほどもお話

をしましたが、校長さんに集まっていただいて、

校内の巡視だとか、それから保護者や地域の方々、

こういったことの連携によるソフトの対応という

のが、かなりの部分で効果があるということであ

りますので、その点につきましては、各学校の実

情に応じまして、先ほども緊急５項目と申しまし

たけれども、それぞれ学校の対応、それから訓練

と言ったら何でしょうけれども、そういうシミュ

レーション等をやっていただくようにということ

で、そのことについては、各学校がそれぞれの対

応をなされると思います。

　　以上でございます。

〇商工部長（石崎喜仁君）　利子補給制度等につい

てお答えいたします。

　　農林水産業である第１次産業につきましては、

国民の台所を預かる食料問題とか、あるいは自然

災害に弱いという、そういった側面的なものが

あって、かなりのこういう制度が設けられたんで

はないかと思います。ただ、現行の雇用情勢等を

考えますときに、やはり私どももセーフティネッ

トあたりをにらみながら、今後も部内で検討して

まいりたいと思っております。

　　以上です。

〇４番（渡辺敏勝君）　時間がありませんので、あ

とは要望にかえさせていただきたいと思いますが、

ぜひ今後とも、県と共催して何かをする場合は、

しっかり長崎市は、今後の長崎市にとって何が必

要なのかと、こういうことの視点に立って事業を

進めていただきますように、これは強く申し入れ

をしておきたいというふうに思います。

　　それから、出島のイルミネーションの関係です

ね。これはなぜ樹木を外したとかと、豆電球をつ

けておってよかやっかと言ったら、樹木に余り長

くすると樹木の成長をとめるからとか何とかいう

理由らしいんですよ。そしたら、出島の向こう側

のオランダ橋には、橋にきれいにイルミネーショ

ンをしていますね。そして、去年の年末のときは、

対岸の手すりとか何とかにでも、あるいはかわら

にでも豆電球がついたと思うんですけれども、樹

木以外のところも何か、「ここが出島ですよ」と、

タクシーで乗るときでも、「あそこは出島ですよ」

とわかるぐらいの何か対応を今後、研究していた

だきたいというふうに思っています。

　　あと、入学金ですね。私立高校の入学金、これ

は受験生を持った父兄にとってみれば、入学金十

二、三万ですが、やはり厳しい中で親御さんは大

変な苦労をされておるわけです。過去２回ほど、

県を通じて要請をしたというふうになっています

が、前の要請した年度が平成２年といえば、もう

11年前ですよね。もう10年以上もたっているわけ
ですよ。これは、こういう厳しい環境ですから、

ぜひせめて今、10校ぐらいは発表の当日の午後３
時までになっているようですけれども、１日ずれ

てもそう影響はないと思うんですよね。次の日に

納めてもいいと思うんですよ、入学金は。ですか

ら、公立高校の次の日ぐらいまでに何とか納める

ように、もう10年以上要請していないわけですの
で、これは補助金を出しているという立場から、

県と一緒になって、ぜひもう一度強く、こういう

厳しい段階ですので、もう一度強く私学の方に要

請をしていただきたいというふうに思っています。

　　それから、課外クラブの関係は今、生涯学習部

の中のスポーツ振興課が担当でやっているわけで

すけれども、それは市民会館にあるわけですね。

教育委員会はこちらでしょう。やはり連携がなか

なか取れていません、はっきり言って。私がこの

質問をするときに、教育委員会の中の連携が取れ

てないように感じます。教育長、これは学校教育

部の中で課外クラブはちゃんと対応していくと、

私は、そういう方向がいいと思いますので、これ

はもう一遍、研究をしてください。ぜひ健全な子

どもたちの育成のために、その辺を強く要望いた

しまして、私の質問を終わらせていただきます。

　　ありがとうございました。
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